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（ ３ ）　 天然記念物

№ 名　 称 員数 概　 　 要
所在地

（ 緯度経度）

所有者

（ 管理者）
指定年月日 指定番号

最寄り駅

（ 備考）

1 三峯モミ 1 本

三峯神社の鐘楼の傍ら にあ る 。

指定時にはモミ 属の１ 種と さ れ

ていたが、 現在はモミ と ウ ラ ジ

ロ モ ミ の雑種と 考え ら れて い

る 。 樹高 18m 、幹周り 2.3m（ R7

時点）。

秩父市三峰

298-1

（ 35.9262,

138.9302）

三峯神社 大 11・ 3・ 29
秩父鉄道

三峰口駅

2 上谷の大ク ス 1 本

関東内陸では珍し いク ス ノ キの

巨木であり 、幹周り 県内最大（ 環

境庁， H3）。 指定時の樹高は約

29m 、 幹周り 12.4m 。 現在の樹

高は 27.5m 、根周り 16.0m （ H22

時点）。

入間郡越生町

上谷 1316-ロ

（ 35.9804,

139.2540）

個人

（ 越生町）
大 11・ 3・ 29

Ｊ Ｒ 八高線

東武越生線

越生駅

3 タ ラ ヨ ウ ジュ 1 本

タ ラ ヨ ウ の古木。 指定時の樹高

は 約 18.2m 、 幹 周 り 2.7m 。 現

在の樹高は 12.0m 、 幹周り 3.4m

（ H25 時点）。 慈覚大師（ 円仁、

794-864） 手植え と の伝説も あ

る 。

比企郡と き が

わ町西平 386

（ 36.0114,

139.2322）

慈光寺 大 14・ 3・ 31
Ｊ Ｒ 八高線

明覚駅

4 カヤ 1 本

慈光寺七木の１ 本と さ れる カ

ヤ の巨木。 指定時の樹高は約

15.2m 、 幹周り 6.1m 。 現在の樹

高は 17.4m 、 幹周り 6.6m （ H24

時点）。

比企郡と き が

わ町西平 3965

（ 35.9953,

139.2420）

西平施業林

組合
大 14・ 3・ 31

Ｊ Ｒ 八高線

明覚駅

5 勘兵衛マツ

日光脇往還にある 松並木。 江戸

時代には 100 本以上あっ たと い

い、 指定時には 39 本を 数え た

が、 台風被害等によ り 現在はク

ロ マツ １ 本にな っ て し ま っ た。

樹高 11.7m 、 幹周り 2.4m （ H22

時点）。

羽生市上新郷

6550

（ 36.1833,

139.5054）

埼玉県

（ 羽生市）
大 15・ 2・ 19

秩父鉄道

新郷駅

6
伊古乃速御玉比売神

社社叢

滑川の右岸台地上に位置する 。

常緑広葉樹ア ラ カ シ が優占し 、

アカシデや直径１ m ほど のモミ

など も 生育する 。 地域の潜在自

然植生を う かがい知る 上で重要

な群落。

比企郡滑川町伊

古 1241、 1242

（ 36.0742,

139.3397）

伊古乃速御

玉姫神社
昭 6・ 3・ 31

東武東上線

森林公園駅

7 入西のビ ャ ク シン 1 本

高麗川の段丘に位置する 石上神

社境内にあ る 、 イ ブキ の古木。

指定時の 樹高は約 12m 、 幹周

り 約 3m 。 現在は、 樹高 14.1m 、

幹周り 3.8m（ H22時点）。別称「 ね

じ れっ 木」 と 呼ばれる 。

坂戸市北大塚

138

（ 35.9567,

139.3681）

石上神社 昭 6・ 3・ 31
東武東上線

坂戸駅

8 ス テゴビ ル

明治 39 年に金山神社境内に自

生する のが発見さ れた、 ヒ ガン

バナ科の多年草ス テゴビ ルの自

生地。 ス テゴビ ルは本州中部に

隔離的に分布し 、 その自生地は

少ない。春に茎が伸び、夏にいっ

たん枯れた後、 花茎を 伸ばし て

白い小さ な花をつける 。

坂戸市新堀

255-1

（ 35.9684,

139.3692）

金山神社 昭 6・ 3・ 31
東武東上線

坂戸駅
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所在地

（ 緯度経度）

所有者
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最寄り駅
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9 滝の入タ ブの木 1 本

タ ブノ キは暖地の海岸沿いに多

く 、 関東内陸では希少な 巨木。

浅間神社奥社から 40m ほど 離

れた東向き の山腹にある 。 指定

時の樹高約 24.5m 、幹周り 5.5m 。

現在は、樹高 20.0m 、幹周り 6.9m

（ R4 時点）。

飯能市上直竹

下分 302

（ 35.8459,

139.2532）

富士浅間

神社
昭 6・ 3・ 31

西武池袋線

飯能駅、

Ｊ Ｒ 八高線

東飯能駅

10
堂平ヒ カ リ ゴ ケ 自生

地

堂平山頂近く の 東斜面、 通称

「 籠穴」 の岩陰に自生。 平成 10

年度の調査では籠穴は見つから

ず、 崩落し た も のと 推察さ れ、

周辺の岩陰にヒ カリ ゴケの生育

が確認さ れた。

比企郡小川町

腰越
小川町 昭 6・ 3・ 31

Ｊ Ｒ 八高線

東武東上線

小川町駅

11 脚折のケヤキ 1 本

樹高約 36m 、 幹周り 7.2m の巨

木と し て 指定さ れた。 昭和 47

年の風雨によ り 、 枝周り ３ m も

ある 大枝が幹の 1/3 を 裂いて落

下し 、 現在の樹高は約 17m 、 幹

周り 4.8m （ R6 時点）。

鶴ヶ 島市脚折

6-10-9

（ 35.9414,

139.3899）

白鬚神社

（ 鶴ヶ 島市）
昭 7・ 3・ 31

東武東上線

坂戸駅

12 清雲寺のサク ラ 1 本

エド ヒ ガン の枝垂れ桜の古木。

文安３ 年、 開山楳峯香禅師のお

手植えと も いわれる 。 指定時の

樹高は約 14.1m 、 幹周り ４ m 。 現

在の樹高は 15m、 幹周り 4.25m

（ R7 時点）。

秩父市荒川上

田野 690

（ 35.9562,

139.0435）

清雲寺 昭 7・ 3・ 31
秩父鉄道

武州中川駅

13 大川戸の大イ チョ ウ 1 本

八 幡 神 社 境 内 に あ る 樹 高 約

23.6m 、 幹周り 8.5m のイ チョ ウ

の巨木と し て指定さ れた。 萌芽

幹が成長し て主幹と 融合し 、 現

在の樹高は 29.2m 、 幹周り 8.9m

と なっている 。

北葛飾郡松伏

町大川戸 2414

（ 35.9468,

139.8061）

八幡神社 昭 7・ 3・ 31
東武伊勢崎線

せんげん台駅

14 馬蹄寺のモク コ ク 1 本

樹高 8.2m 、 幹周り 2.1m に達す

る 盆栽状の美し い姿を し たモッ

コ ク の大木である と し て指定さ

れた。 現在の樹高は 12.5m 、 幹

周り 2.6m （ H22 時点）。

上尾市平方

2088

（ 35.9462,

139.5520）

馬蹄寺 昭 7・ 3・ 31
Ｊ Ｒ 高崎線

上尾駅

15 並木の大ク ス 1 本

樹高約 31m 、 幹周り 4.2m のク

ス ノ キ の巨木と し て 指定さ れ

た。当時は農家の前にあっ たが、

現在は並木の大ク ス 公園と し て

整備さ れている 。 現在の樹高は

19.6m 、幹周り 6.3m （ R3 時点）。

川越市並木

277

（ 35.9015,

139.5211）

川越市 昭 9・ 3・ 31
Ｊ Ｒ 川越線

南古谷駅

16 金仙寺枝垂サク ラ 1 本

エド ヒ ガンの枝垂れ桜の老樹で、

根本から ２ 本に分枝、 東側は幹

周り 3.9m 、 枝張り 9.5m 、 西側

は 幹 周 り 1.6m 、 枝 張 り 8.5m 、

樹高 7.5m 。（ R7 時点）。

秩父市下影森

6650

（ 35.9869,

139.0700）

金仙寺 昭 10・ 3・ 31
秩父鉄道

影森駅

17 古寺鍾乳洞

槻川の支流、 金嶽川の左岸にあ

る 秩父層群中の石灰岩の崖に開

口する 、 横穴型鍾乳洞。 石筍や

鍾乳石の発達はよ く ないが、 総

延長約 220m と 規模が大き く 、

形成期が新し い（ 完新生） 点が

特徴。 現在閉鎖さ れており 見学

でき ない。

比企郡小川町

古寺 176 ほか

（ 36.0391,

139.2383）

小川町 昭 11・ 3・ 31

Ｊ Ｒ 八高線

東武東上線

小川町駅



― 110 ―

№ 名　 称 員数 概　 　 要
所在地

（ 緯度経度）

所有者

（ 管理者）
指定年月日 指定番号

最寄り駅

（ 備考）

18 橋立鍾乳洞

武甲山を つく る 石灰岩体の西側

にある 、 縦穴型鍾乳洞。 見学路

の総延長は 130 ～ 140m 、 比高

は 30m 。 洞窟生成物の発達は良

いが、 成長は停止し ている 。 県

内唯一の観光洞。

秩父市上影森

708

（ 35.9604,

139.0609）

大淵寺 昭 11・ 3・ 31
秩父鉄道

浦山口駅

19 長徳寺のビ ャ ク シン 1 本

長徳寺本堂の南側にある イ ブキ

の大木。 建長寺（ 鎌倉市） のイ

ブキの実生由来と いわれる 。 指

定時の樹高は 13m 以上、 幹周

り 3.3m 。 現 在 の 樹 高 は 14m 、

幹周り 3.8m 。

川口市芝 6303

（ 35.8413,

139.6905）

長徳寺 昭 12・ 3・ 31
JR京浜東北線　

蕨駅

20 子の権現の二本ス ギ

かつては、 樹高約 37m ・ 幹周り

7.3m 、 樹高約 24m・ 幹周り 5.2m

の南北２ 本あっ た。 北側の１ 本

は H14 の台風で 最後の大枝が

折れて 枯れ、 現在は南側の１

本が残る 。 樹高 14.0m 、 幹周り

7.95m （ R3 時点）。

飯能市南 461

（ 35.9063,

139.1901）

子ノ 権現

天竜寺
昭 13・ 3・ 31

西武秩父線

西吾野駅

21 国神の大イ チョ ウ 1 本

古墳脇に植え ら れた と いわれ

る 、 樹高約 36m 、 幹周り 8.2m

の巨木。 主幹の大部分は失われ

たが、 萌芽幹が成長し 、 大き な

樹体を 作っ ている 。 現在の樹高

は 23m 、幹周り 8.2m（ R6 時点）。

秩父郡皆野町

国神 577-2

（ 36.0813,

139.0915）

皆野町 昭 15・ 3・ 31
秩父鉄道

皆野駅

22 下里の大モミ ジ 1 本

かつて は樹高約 7.2m 、 幹周り

3.9m の立派な イ ロ ハモミ ジ で

あったが、現在は主幹は失われ、

樹高 5.6m 、 幹周り 1.5m と なっ

ている 。

比企郡小川町

下里 2582

（ 36.0456,

139.2768）

個人

（ 小川町）
昭 16・ 3・ 31

Ｊ Ｒ 八高線

東武東上線

小川町駅

23 久伊豆神社のフ ジ 1 本

久伊豆神社の参道脇にある 、 花

房が１ m に及ぶノ ダ フ ジ の園

芸品種。 株周り は 7.3m 、 地際

で 多数分岐し 、 枝張り は東西

14.5m 、 南北 27.2m に及ぶ。

越谷市越ヶ 谷

1700

（ 35.9012,

139.7903）

久伊豆神社 昭 16・ 3・ 31
東武伊勢崎線

越谷駅

24 多聞寺のムク ロ ジ 1 本

多聞寺境内にある ム ク ロ ジの古

木。 かつては樹高約 27m 、 幹周

り 3.6m あ っ た。 現在は主幹上

部が失われて胴吹き の枝葉によ

り 生存。 樹高 8.3m 、幹周り 4.1m

（ H22 時点）。

北本市本宿

2-37

（ 36.0302,

139.5374）

多聞寺 昭 16・ 3・ 31
Ｊ Ｒ 高崎線

北本駅

25 見返坂の飯能ササ

日本近代植物学の黎明期、 1926

年に牧野富太郎博士が発見・ 命

名し た。 現在ではアズマザサに

含める のが一般的だが、 ク マザ

サ・ ミ ヤコ ザサの雑種と する 説

も ある 。

飯能市飯能

1119-1

（ 35.8646,

139.3063）

西武鉄道

株式会社

（ 飯能市）

昭 16・ 3・ 31

西武池袋線

飯能駅、

Ｊ Ｒ 八高線

東飯能駅

26 道元平ウ ラ ジロ 群落

暖地性の常緑のシダ植物で、 西

日本には多産し 、 正月飾り にも

使われる 。 県内の自生地は県西

南部の山あいに多く 、 太平洋側

内陸部の自生の北限に近い大規

模な群落である 。

比企郡と き が

わ町田黒

（ 36.0256,

139.2960）

個人 昭 18・ 3・ 31
東武東上線

武蔵嵐山駅
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27 光照寺コ ウ ヤマキ 1 本

光照寺参道脇にある コ ウ ヤマキ

の古木。 か つて 樹高 20m 以上

あっ たと いう が、 現在は樹勢が

衰え、 樹高 18.7m 、 幹周り 3.9m

（ H22 時点） と なっ ている 。

桶川市加納

1906

（ 36.0298,

139.5628）

光照寺 昭 18・ 3・ 31
Ｊ Ｒ 高崎線

桶川駅

28 蓮花院のムク 1 本

蓮花院本堂前に あ る 、 樹高約

27m 、 幹周り 6m の県内随一の

ム ク ノ キの巨木と し て指定さ れ

た。 現在の樹高は 28.5m 、 幹周

り 6.9m （ H22 時点）。

春日部市大衾

53

（ 35.9802,

139.8015）

蓮花院 昭 19・ 3・ 31
東武野田線

南桜井駅

29 駒つなぎのケヤキ 1 本

今宮神社中央の池畔にある 、 樹

高約 25.4m 、 幹周り 7.3m の ケ

ヤキ の巨木と し て 指定さ れた。

主幹は失われ大枝が南北に伸

び、特徴的な樹形と なっている 。

秩父市中町

16-10

（ 35.9947,

139.0799）

秩父市 昭 19・ 3・ 31

秩父鉄道

御花畑駅、

西武秩父線

西武秩父駅

30
高山不動の大イ チョ

ウ
1 本

本堂下の広場と 斜面の境にある

巨木。 気根が発達し 「 子育てイ

チョ ウ 」 と も 呼ばれる 。 指定

時の 樹高は約 37m 、 幹周り は

9.7m 、 現在の樹高は 30.0m 、 幹

周り 10.1m （ R4 時点）。

飯能市高山

347-2

（ 35.9397,

139.2189）

常楽院 昭 22・ 3・ 25
西武秩父線

西吾野駅

31 土屋神社神木ス ギ 1 本

古墳上に祀ら れている 土屋神社

社殿裏のご神木。 樹齢は１ 千年

を 超え、 落雷など によ り 白骨化

し た部分が多いが、 様々な樹勢

回復措置がと ら れ樹勢は維持さ

れている。 樹高 17m 、幹周り 8.6m

（ R7 時点）。

坂戸市浅羽野

2-2-11

（ 35.9524,

139.3813）

土屋神社 昭 23・ 3・ 17
東武東上線

坂戸駅

32
西善寺のコ ミ ネカ エ

デ
1 本

西善寺本堂前にある カエデの古

木。 樹種はイ ロ ハモ ミ ジ 系と

みら れる 。 指定時の 樹高は約

8m 、 幹周り 2.8m 、 現在の樹高

は 7.3m 、 幹周り 3.9m （ H22 時

点）。

秩父郡横瀬町

横瀬 598

（ 35.9730,

139.1089）

西善寺 昭 25・ 3・ 30
西武秩父線

横瀬駅

33 妙行寺のモク コ ク 1 本

境内の塚にあ る モ ッ コ ク の古

木。 樹高約 19.7m 、 幹周り 3.4m

の大木だっ たが、 現在は幹が枯

れ、 胴吹き の枝葉によ り 維持さ

れている 。 樹高 10.7m 、 幹周り

3.6m （ H22 時点）。

さ いたま 市中

央区鈴谷 4-15-

2

（ 35.8727,

139.6265）

妙行寺 昭 25・ 3・ 30
Ｊ Ｒ 埼京線

南与野駅

34 飯能の大ケヤキ 1 本

樹高約 24m 、 幹周り ６ m の ケ

ヤキ の大木と し て 指定さ れた。

飯能市街の神明神社境内にあ

る 。 現在の樹高は 30.5m 、 幹周

り 7.8m 。 ケ ヤ キ ら し い箒状の

樹形を保っている 。

飯能市川寺

392

（ 35.8465,

139.3247）

神明神社 昭 26・ 3・ 31

西武池袋線

飯能駅、

Ｊ Ｒ 八高線

東飯能駅

35 ヒ カゲツ ツ ジ

関東以西の山地の岩場など に自

生する 、 シャ ク ナゲに似た形状

のク リ ーム黄色の花を つける 常

緑低木ヒ カ ゲツ ツ ジ の自生地。

指定地は観音山の稜線東側にあ

り 、 珪石採掘の鉱区の中で保護

さ れている 。

秩父郡東秩父

村御堂

（ 36.0492,

139.1835）

東秩父村 昭 26・ 3・ 31

Ｊ Ｒ 八高線

東武東上線

小川町駅
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36 ツ ゲ 1 本

宅地山側に位置する 樹高約 5m 、

幹周り 0.5m のツ ゲの大木と し

て指定さ れた。 現在は近く に歩

道だけ があ り 、 樹高は 12.5m 、

幹周り 0.9m（ H22 時点） と なっ

ている 。

秩父郡東秩父

村白石 917

（ 36.0223,

139.1730）

個人 昭 26・ 3・ 31

Ｊ Ｒ 八高線

東武東上線

小川町駅

37 皆谷のサカキ 1 本

宅地裏の小さ な社にある 、 樹高

約 10m 、 幹周り 1.2m のサカ キ

の大木と し て指定さ れた。 現在

は民家はな く な っ た が、 樹高

15.8m 、幹周り 1.6m （ H22 時点）

と その樹容を 保っ ている 。

秩父郡東秩父

村皆谷 76-1

（ 36.0438,

139.1796）

個人 昭 26・ 3・ 31

Ｊ Ｒ 八高線

東武東上線

小川町駅

38
ミ ミ カ キ グ サと モウ

センゴケ自生地

湿地性の食虫植物の自生地。 か

つて丘陵域各地の谷津田の水路

脇や畔など に見ら れたが、 生産

活動の変化によ り 激減。 ミ ミ カ

キグサ・ ホザキノ ミ ミ カキグサ

は県内では絶滅、 指定地ではモ

ウ センゴケのみ辛う じ て維持さ

れている 。

大里郡寄居町

鉢形

（ 36.0986,

139.2072）

日本デベロ

株式会社

（ 寄居町）

昭 26・ 3・ 31

（ 追加指定及び

一部解除）

平 4・ 3・ 11

東武東上線

鉢形駅

39 菖蒲のフ ジ 1 本

花穂の長さ が１ m にも なる ノ ダ

フ ジの園芸品種。 ７ 本ほど の幹

か ら な り 、 根周り 4.5m 、 棚は

13.7m × 19m ほど（ H22 時点）。

久喜市菖蒲町

菖蒲 552

（ 36.0677,

139.6041）

菖蒲神社

（ 久喜市）
昭 27・ 3・ 31

Ｊ Ｒ宇都宮線

東武伊勢崎線

久喜駅

40 大宮藤園のフ ジ 3 本

花穂の長さ が 1.2m を 超え る ノ

ダフ ジの園芸品種で、 ３ 本と も

幹周り ２ m に及ぶ大木である と

し て 指定さ れた。 昭和 40 年に

北区東大成町から 現在地へ移植

さ れ、「 青葉園のフ ジ 」 と 呼ば

れる よ う になった。

さ いたま 市

大宮区三橋

5-934

（ 35.9064,

139.5924）

青葉園 昭 28・ 3・ 26
埼文指

第 4 号

Ｊ Ｒ 川越線

西大宮駅

41 ゴヨ ウ ツ ツ ジ自生地

釜伏山北方の断崖に、 最大根周

り 1.5m に及ぶシ ロ ヤシ オ（ ゴ

ヨ ウ ツ ツ ジ） 30 数本を はじ め、

ツ ツ ジ類が数百本群生し た。 現

在、 遷移の進行など によ り シロ

ヤシオは減少し たが、 ミ ツ バツ

ツ ジ等のツ ツ ジ科低木の群生が

見ら れる 。

大里郡寄居町

風布

（ 36.0963,

139.1449）

個人

（ 寄居町）
昭 29・ 3・ 4

埼文指

第 18 号

秩父鉄道

波久礼駅

42
加須の浮野と その植

物

氷期に形成さ れた谷の上に泥炭

が積も っ てでき た泥炭層が厚く

堆積し た湿原であり 、 かつては

地域一帯が浮き 上がっ たと いわ

れる 。 関東平野では希少な北方

系の湿原植物ト キソ ウ 等希少野

生植物が生育する 。

加須市北篠崎

606、 607 ほか

（ 36.1330,

139.6292）

加須市

・ 個人
昭 29・ 10・ 23

埼文指

第 33 号

東武伊勢崎線

加須駅

43
満 蔵 寺 の お 葉 附 イ

チョ ウ
1 本

葉の上に実を つけ る 珍し いイ

チョ ウ 。 樹形にも 特徴があ り 、

枝が水平か ら 斜め下に伸張す

る 。 指定時の 樹高は 28m 、 幹

周り 3m 、 現在の樹高は 19.6m 、

幹周り 3.16m （ H22 時点）。

春日部市新方

袋 253

（ 35.9793,

139.7302）

満蔵寺 昭 29・ 10・ 23
埼文指

第 34 号

東武野田線

豊春駅、

八木崎駅
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44 碇神社のイ ヌ グス 1 本

古利根川の右岸にある 、 関東内

陸では珍し いタ ブノ キ の巨木。

指定時の樹高は 12.1m 、 幹周り

4.3m 、 現在の 樹高は 7.5m 、 幹

周り 4.77m （ H22 時点）。

春日部市粕壁

東 2-2

（ 35.9827,

139.7573）

個人 昭 30・ 11・ 1
埼文指

第 56 号

東武伊勢崎線

野田線

春日部駅

45
両神のフ ク ジュ ソ ウ

群落

春植物フ ク ジ ュ ソ ウ の自生地。

秩父は戦前ま でフ ク ジュ ソ ウ の

本場と し て知ら れ、 秩父の名を

冠し た 園芸品種も あ る 。 標高

600 ～ 1000m の山中、 ６ か所が

指定さ れている 。

秩父郡小鹿野

町両神小森、

両神薄

個人

昭 30・ 11・ 1

（ 名称変更）

平 23・ 3・ 18

埼文指

第 57 号

秩父鉄道

三峰口駅

46 黒山の特殊植物群落

黒山三滝近く の岩壁に、 暖地性

シダ植物のアオネカズラ やシシ

ラ ンが生育する 。 アオネカズラ

は自生の北限であり 、 埼玉県希

少野生動植物種保護条例の指定

種にも なっている 。

入間郡越生町

黒山

（ 35.9419,

139.2439）

個人

（ 黒山区）

昭 31・ 11・ 1

（ 追加指定）

昭 33・ 3・ 20

埼文指

第 87 号

Ｊ Ｒ 八高線

東武越生線

越生駅

47 清河寺の大ケヤキ 1 本

屋敷林中の 神明社にあ る 、 樹

高 32m 、 幹周り 8.5m のケ ヤキ

の巨木と し て指定さ れた。 主幹

は折損し た が大枝で 樹勢が維

持さ れて おり 、 現在の 樹高は

32.4m 、 幹周り 8.3m 。

さ いたま 市西

区清河寺 778-

2

（ 35.9358,

139.5836）

個人 昭 33・ 3・ 20
埼文指

第 111 号

Ｊ Ｒ 川越線

西大宮駅

48 倉田の大カヤ 1 本

明星院本堂西の竹林中にある 樹

高 31.4m 、 幹周り 5.7m の カ ヤ

の名木と し て指定さ れた。 現在

は周囲の竹は伐開さ れ、 樹高は

29.7m 、 幹周り 5.9m と なっ てい

る 。

桶川市倉田

150

（ 36.0106,

139.5886）

明星院 昭 33・ 3・ 20
埼文指

第 113 号

Ｊ Ｒ 高崎線

桶川駅

49 骨波田のフ ジ 1 本

本堂向かっ て左手にある 、 根周

り 3.5m のノ ダ フ ジ。 大小７ 本

の幹から なり 、 花房 2m に達す

る こ と も ある と いう 。 現在の根

周り は 3.4m 、 棚の広さ は 22.3m

× 20.5m ほど （ H22 時点）。

本庄市児玉町

高柳 901

（ 36.1732,

139.1072）

長泉寺 昭 34・ 3・ 20
埼文指

第 131 号

Ｊ Ｒ 八高線

児玉駅

50
秩 父 神 社 柞 の 森 の

ブッ ポウ ソ ウ

ブッ ポウ ソ ウ は嘴と 脚が赤く 全

身が青緑色のキジバト 大の夏鳥

であり 、 古来霊鳥と さ れる 。 市

街地における 貴重な営巣地であ

る と し て指定さ れた。

秩父市番場町

1-1

（ 35.9982,

139.0841）

秩父神社 昭 35・ 3・ 1
埼文指

第 145 号

秩父鉄道

秩父駅

51
若御子断層洞及び断

層群

若御子山北北西の山麓にあ る 、

秩父層群に属する チャ ート 中に

ある 断層洞。 断層によ っ て生じ

た破砕帯の粘土や角礫が、 地下

水など によ っ て浸蝕さ れて生じ

た。

秩父市荒川

上田野 2334、

2335 のイ 、 ロ

（ 35.9545,

139.0437）

清雲寺ほか 昭 35・ 3・ 1
埼文指

第 146 号

秩父鉄道

武州中川駅

52
てんぐ 岩のム カ デラ

ン

暖地性の寄生ラ ン。 天狗岩の南

南西～ 南南東の 12m × 23.5m

の範囲に生育し 、 自生の北限地

と し て指定さ れた。 現在は、 イ

ワ ヒ バ等と 混生し 、 範囲は 4m

× 6m ほど （ H22 時点）。

秩父市吉田阿

熊 1345

（ 36.0681,

139.0306）

個人 昭 36・ 3・ 1
埼文指

第 157 号

秩父鉄道

皆野駅
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53 久那のス テゴビ ル

ヒ ガンバナ科の多年草ス テゴビ

ルの自生地。 本州中部に隔離的

に分布し 、その自生地は少ない。

春に葉が出て夏には枯れ、 その

後花茎を 伸ばし て白い小さ な花

を つける 。

秩父市久那

2565

（ 35.9703,

139.0444）

個人

昭 36・ 3・ 1

（ 追加指定）

平 31・ 2・ 22

埼文指

第 158 号

秩父鉄道

浦山口駅

54
大高取山のコ シ ダ群

落

暖地性の常緑のシ ダ 植物で あ

り 、 関東内陸に位置する 県内の

自生地は限ら れる 。 指定地は大

高取山東部の山腹南斜面にあ

り 、 面積約２ ha。 ウ ラ ジロ も 生

育する 。

入間郡越生町

越生

（ 35.9628,

139.2878）

越生町 昭 39・ 3・ 27
埼文指

第 180 号

Ｊ Ｒ 八高線

東武越生線

越生駅

55
三境のヒ カ リ ゴ ケ 自

生地

都幾川支流の源流部の谷に開口

し た 間口 15m 、 高さ 1.5m 、 奥

行 3 ～ 4m ほど の岩窟内に生育。

関東平野中央の丘陵域に自生す

る のは貴重と し て指定さ れた。

比企郡と き が

わ町西平

（ 35.9867,

139.2203）

個人・ 国 昭 39・ 11・ 17
埼文指

第 198 号

Ｊ Ｒ 八高線

明覚駅

56 金鑚神社のク ス ノ キ 1 本

樹高 20m 、 幹周り 5.1m 、 暖地

性の樹木ク ス ノ キが県北におい

て 巨木と な っ た のは貴重と し

て 指定さ れた。 現在の 樹高は

28.5m 、幹周り 6.3m（ H22 時点）。

本庄市千代田

3-2-3

（ 36.2430,

139.1773）

金鑚神社 昭 44・ 3・ 31
埼文指

第 232 号

Ｊ Ｒ 高崎線

本庄駅

57
城山稲荷神社のケ ヤ

キ
1 本

社殿正面にあり 、 樹高 30m 、 幹

周り 6.4m のケ ヤキ の巨木と し

て指定さ れた。 H ９ の台風など

によ り 主幹が被害を 受け、 現在

の 樹 高 は 24.5m 、 幹 周 り 6.9m

と なっ ている （ H22 時点）。

本庄市本庄

3-5

（ 36.2437,

139.1922）

城山稲荷

神社
昭 44・ 3・ 31

埼文指

第 233 号

Ｊ Ｒ 高崎線

本庄駅

58 密厳院のイ チョ ウ 1 本

中川左岸の自然堤防上に位置

し 、 高 さ 30m 、 幹 周 り 5.3m 、

雌木と し ては珍し い巨木と し て

指定さ れた。 子育て イ チョ ウ

と も 呼ばれる 。 現在の 樹高は

15.5m 、幹周り 5.5m （ R3 時点）。

吉川市高久

1-18-2

（ 35.8680,

139.8411）

密厳院 昭 47・ 3・ 28
埼文指

第 257 号

Ｊ Ｒ 武蔵野線

吉川駅

59
徳星寺の大カ ヤ及び

暖帯林

樹高 21m 、 幹周り 5.1m の盤根

を も つカヤの巨木と 、シラ カシ・

ス ダジイ ・ ヤブツ バキ・ ヒ サカ

キ等から なる 暖温帯林と し て指

定さ れた。 現在の カ ヤ は樹高

21.8m 、幹周り 5.5m（ H22 時点）。

上尾市畔吉

751 ほか

（ 35.9646,

139.5421）

徳星寺 昭 48・ 3・ 9
埼文指

第 265 号

Ｊ Ｒ 高崎線

上尾駅

60
梅園神社のス ダジイ

林

急峻な 斜面に成立し た ス ダ ジ

イ ・ ヒ ノ キ・ アラ カシ・ サカキ

等から なる 暖温帯性常緑広葉樹

林であり 、 地域の自然植生を 推

定する 上で重要。 中間温帯の要

素も 見ら れる 。

入間郡越生町

小杉1、 2

（ 35.9720,

139.2756）

梅園神社 昭 49・ 5・ 28
埼文指

第 272 号

Ｊ Ｒ 八高線

東武越生線

越生駅

61
南川のウ ラ ジロ ガシ

林

大山祇神社の社叢。 ウ ラ ジロ ガ

シを 主体と し 、 ツ ク バネガシ・

ヤブツ バキ・ ヒ サカキ等から な

る 暖温帯性常緑広葉樹林。 小規

模である が地域の自然植生を 推

定する 上で重要。

飯能市南川

1521 ほか

（ 35.9170,

139.1724）

個人 昭 49・ 5・ 28
埼文指

第 273 号

西武秩父線

西吾野駅



― 115 ―

№ 名　 称 員数 概　 　 要
所在地

（ 緯度経度）

所有者

（ 管理者）
指定年月日 指定番号

最寄り駅

（ 備考）

62 神明神社の社叢

境内林と 参道林から なる 。 遷移

途上だが東部低地でま と ま っ た

林分は貴重であり 、 自然植生を

推定する 上で重要と し て指定さ

れた。 現在はス ダジイ・ ヒ ノ キ・

ム ク ノ キ 等が優占（ H22 時点、

境内西側）。

久喜市菖蒲町

上栢間 3366

ほか

（ 36.0459,

139.5756）

神明神社 昭 52・ 3・ 29
埼文指

第 292 号

Ｊ Ｒ 高崎線

桶川駅

63
元荒川ム サシト ミ ヨ

生息地

元 荒川 源流 の 約 400m が 指定

地。 ム サ シ ト ミ ヨ は体長約５

cm のト ゲウ オ科ト ミ ヨ 属の希

少淡水魚。 埼玉～東京の湧水源

を も つ細流に生息し たが、 現在

は元荒川源流が唯一の生息地。

世界的に見ても ト ミ ヨ 属の南限

に近く 貴重。

熊谷市久下、

佐谷田

（ 36.1319,

139.3968）

熊谷市

平 3・ 3・ 15

（ 追加指定）

平 8・ 3・ 19

埼文指

第 374 号

Ｊ Ｒ 高崎線

秩父鉄道

熊谷駅

64 桂木のタ ブノ キ林

タ ブノ キ林は暖地海岸沿いに多

く 、 関東内陸では希少な 群落。

地域の原植生を 指標する 上で重

要。 傾斜地にあ り 、 タ ブノ キ・

ス ダジイ ・ モチノ キ等が高木層

を 構成。

入間郡毛呂山

町滝ノ 入 846

（ 35.9478,

139.2755）

個人 平 3・ 3・ 15
埼文指

第 375 号

Ｊ Ｒ 八高線

毛呂駅、

東武越生線

東毛呂駅

65 萩日吉神社社叢

アカガシと 結びついたモミ 壮齢

林は関東では希少であり 、 暖温

帯上部の特徴を 示し ており 生態

学的に重要。「 児持杉」 と 呼ば

れる ス ギの大木を 含む。

比企郡と き が

わ町西平字宮

平 1198-1 ほか

（ 35.9968,

139.2387）

萩日吉神社 平 4・ 3・ 11
埼文指

第 391 号

Ｊ Ｒ 八高線

明覚駅

66 大久保の大ケヤキ 1 本

県内のケヤキの中で、 幹周り で

は最大の巨木。 日枝神社参道脇

にあ る 。 指定時の樹高約 20m 、

幹 周 り 9.4m 。 現 在 の 樹 高 は

25.1m 、幹周り 9.8m（ H22 時点）。

さ いたま 市桜

区大久保領家

433-4

（ 35.8667,

139.6043）

日枝社 平 6・ 3・ 16
埼文指

第 415 号

Ｊ Ｒ 埼京線

与野本町駅

67 下里のス ダジイ 林

槻川左岸の愛宕山山頂、 かつて

あっ た愛宕神社の社叢。 県内最

大規模のス ダジイ 林であり 、 地

域の原植生を 示すも のと し て重

要。 暖温帯常緑広葉樹林の中核

と いえる ス ダジイ 林の、 内陸部

における 北限に近い。

比企郡小川町

下里字愛宕山

1939

（ 36.0406,

139.2863）

八宮神社

（ 小川町）
平 8・ 3・ 19

埼文指

第 437 号

Ｊ Ｒ 八高線

東武東上線

小川町駅

68 廣瀬神社の大ケヤキ 2 本

入間川左岸に位置し 、 江戸時代

後期（ 1810-1830） に 編纂さ れ

た『 新編武蔵風土記稿』 にも 登

場する 。 境内中央の 木は樹高

32m 、 幹周り 6.3m 、 神楽殿横

の木は樹高 27m 、 幹周り 6.1m

（ H22 時点）。

狭山市広瀬

2-1612

（ 35.8586,

139.3895）

廣瀬神社 平 10・ 3・ 17
埼文指

第 449 号

西武新宿線

狭山市駅

69 正龍寺玉垂のカエデ 2 本

主幹も 支幹も よ く 屈曲し 、 枝垂

れる 優雅な樹形を も つ、 県内で

は珍し いイ ロ ハモミ ジ の品種。

昭和 13 年指定の先代が枯死し

たこ と から 、 接ぎ木によ り 特徴

を よ く 引き 継いだ２ 本が指定さ

れた。

大里郡寄居町

藤田 101

（ 36.1235,

139.1827）

正龍寺 平 13・ 3・ 16
埼文指

第 475 号

Ｊ Ｒ 八高線

秩父鉄道

東武東上線

寄居駅
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70
無量院石重寺の夫婦

ウ メ
1 本

枝垂れ性の八重咲き 、 花が２ つ

並ん で咲き 実を 結ぶ。 昭和 14

年指定の先代が枯死し たこ と か

ら 、 接ぎ木によ っ て品種の特異

性と 優雅な樹形を 引き 継いだこ

の木が指定さ れた。

児玉郡神川町

新宿 43-1

（ 36.1861

,139.0663）

石重寺 平 13・ 3・ 16
埼文指

第 476 号

Ｊ Ｒ 八高線

丹荘駅

71 玉敷神社のフ ジ 1 本

神社に隣接する 公園にあり 、 根

周り 4.8m 、 枝張り 約 700㎡、 花

房１ m の県内でも 有数のノ ダフ

ジ 園芸品種と し て 指定さ れた。

現在の根周り は 5.1m 、 ６ 本程

度の幹から なる （ H22 時点）。

加須市騎西

535-1

（ 36.1073,

139.5708）

玉敷神社 平 14・ 3・ 22
埼文指

第 481 号

東武伊勢崎線

加須駅

72

川本町産出カ ルカ ロ

ド ン メ ガ ロ ド ン の

歯群化石

7 点

新生代新第三紀中新世の大型

の 肉食性サメ の 歯化石群。 昭

和 61 年、 荒川河床の約 1200 万

年前の地層から 関根氏が発見し

65 点を 採集、 そ の後、 内藤氏

ら によ り ８ 点が採集さ れた。 １

個体分を 網羅し ており 、 学術上

貴重。

秩父郡長瀞町

長瀞 1417-1

埼玉県

（ 県立自然の

博物館）

平 15・ 3・ 18
埼文指

第 488 号

秩父鉄道

上長瀞駅

73

川本町産出カ ルカ ロ

ド ン メ ガ ロ ド ン の

歯群化石

65 点

新生代新第三紀中新世の大型

の 肉食性サメ の 歯化石群。 昭

和 61 年、 荒川河床の約 1200 万

年前の地層から 関根氏が発見し

65 点を 採集、 そ の後、 内藤氏

ら によ り ８ 点が採集さ れた。 １

個体分を 網羅し ており 、 学術上

貴重。

秩父郡長瀞町

長瀞 1417-1

埼玉県

（ 県立自然の

博物館）

平 15・ 3・ 18
埼文指

第 489 号

秩父鉄道

上長瀞駅

74

川本町産出カ ルカ ロ

ド ン メ ガ ロ ド ン の

歯群化石

1 点

新生代新第三紀中新世の大型

の 肉食性サメ の 歯化石群。 昭

和 61 年、 荒川河床の約 1200 万

年前の地層から 関根氏が発見し

65 点を 採集、 そ の後、 内藤氏

ら によ り 8 点が採集さ れた。 １

個体分を 網羅し ており 、 学術上

貴重。

秩父郡長瀞町

長瀞 1417-1

埼玉県

（ 県立自然の

博物館）

平 15・ 3・ 18
埼文指

第 490 号

秩父鉄道

上長瀞駅

75
狭山市笹井産出ア ケ

ボノ ゾウ 骨格化石
56 点

新生代第四紀前期更新世に繁栄

し た 小型のス テ ゴ ド ン 類の化

石。 昭和 50 年、 入間川左岸の

約 200 万年前の地層から 笹井化

石林調査グループによ り 発見さ

れた。 狭山市所有のも のと 同一

個体。

秩父郡長瀞町

長瀞 1417-1

埼玉県

（ 県立自然の

博物館）

平 15・ 3・ 18
埼文指

第 491 号

秩父鉄道

上長瀞駅

76
狭山市笹井産出ア ケ

ボノ ゾウ 骨格化石
3 点

新生代第四紀前期更新世に繁栄

し た 小型のス テ ゴ ド ン 類の化

石。 昭和 50 年、 入間川左岸の

約 200 万年前の地層から 笹井化

石林調査グループによ り 発見さ

れた。 埼玉県所有のも のと 同一

個体。

狭山市稲荷山

1-23-1

狭山市

（ 狭山市立博

物館）

平 15・ 3・ 18
埼文指

第 492 号

西武池袋線

稲荷山公園駅
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77 荒川の青岩礫岩

三波川帯の結晶片岩から なる 礫

岩。 こ の 付近に 中央構造線が

通っ ており 、 西側の三波川帯が

隆起し た際、 結晶片岩が東側の

領家帯側に剥落・ 堆積し 、 礫岩

と なっ たも の。 崩れやすい結晶

片岩にも 関わら ず直径１ m 以上

の巨礫が含ま れており 、 世界的

にも 類例を見ない地質現象。

大里郡寄居町

赤浜字川越岩

98、 101 地先

（ 36.1174,

139.2496）

国

（ 国土交通省

関東地方整備

局荒川上流河

川事務所）

平 24・ 3・ 16
埼文指

第 527 号

秩父鉄道

小前田駅

78 大山沢のシオジ林

シ オジ、 カ ツ ラ 、 サワ グ ルミ 、

ト チノ キ等が混生する 良好な渓

畔林。 シオジは関東以西太平洋

側の山地渓流沿いに断続的に分

布し 、 秩父地方は代表的な生育

地。 太平洋側の冷温帯における

渓畔林を 代表する 群落。

秩父市中津川

字大山沢 530

の一部（ 中津

川県有林７ 林

班ろ・ は・ に・

ほ小班）

（ 35.9629,

138.7564）

埼玉県 平 25・ 3・ 12
埼文指

第 530 号

秩父鉄道

三峰口駅

79 龍穏寺の着生植物群

境内周辺や、 寺域山林部の樹木

に、 湿潤な環境を 好む暖地性の

着生植物が多数生育し て いる 。

地形・ 気候など の面から 県内で

も 有数の生育地と 考えら れる 。

入間郡越生町

龍ヶ 谷 452-1、

452-4

（ 35.9544,

139.2450）

龍穏寺 平 25・ 3・ 12
埼文指

第 531 号

Ｊ Ｒ 八高線

東武越生線

越生駅

80
中川低地の河畔砂丘群　

志多見砂丘

「 中川低地の河畔砂丘群」 は、

榛名山や浅間山の火山灰等に由

来する 大量の砂が、 平安時代～

室町時代の寒冷期の強い季節風

によ り 、 利根川の旧河道沿いに

吹き 溜めら れて形成さ れた、 全

国的にも 珍し い内陸砂丘。 羽生

市～越谷市にかけて、 点々と 分

布する 。

志多見砂丘は加須市志多見・ 馬

内に位置する 、 幅 250m 、 長さ

2.5km に及ぶ、 日本最大規模の

河畔砂丘。 指定地は東寄り の加

須西中学校の敷地内。 現状はア

カマツ 林と なっ ており 、 南側に

面し た国道 125 号から も 、 砂丘

の起伏や砂の様子を 観察で き

る 。 指定地以外にも 、 むさ し の

村や立正佼成会裏手など に、 良

好な砂丘が残さ れている 。

加須市馬内

3-1、 3-3、 9-1、

9-3、 13-1

（ 36.1360,

139.5710）

加須市 平 26・ 3・ 11
埼文指

第 533 号

東武伊勢崎線

加須駅、

南羽生駅

81
中川低地の河畔砂丘群　

浜川戸砂丘

比較的小規模である が、 考古遺

物から 砂丘の形成時期・ 形成終

了時期が判明し ている 重要な砂

丘の一つ。 指定地は神社・ 公園

裏手の小高い樹林地と なっ てお

り 、 砂丘上を 散策でき る 。

春日部市粕壁

字浜川戸 5597

の一部ほか

（ 35.9818,

139.7425）

八幡神社

・ 稲荷神社

・ 春日部市

平 28・ 3・ 15
埼文指

第 548 号

東武野田線

八木崎駅
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82
中川低地の河畔砂丘群　

西大輪砂丘

久喜市西大輪・ 東大輪・ 八甫に

位置する 、幅 150m 、長さ 1.6km

に及ぶ大規模な河畔砂丘。 指定

地は雷電社・ 西大輪神社の境内

であり 、 起伏や砂の様子を 観察

する こ と ができ る 。 指定地以外

では、 県道を 挟んだ東大輪浅間

神社や、 北方の光厳寺付近など

に、良好な砂丘が残さ れている 。

久喜市西大輪

字原 243-1 ほ

か

（ 36.0957,

139.6746）

雷電社・

西大輪神社
平 28・ 3・ 15

埼文指

第 549 号

Ｊ Ｒ宇都宮線

東鷲宮駅

83
中川低地の河畔砂丘群　

桑崎砂丘

比較的小規模な砂丘列で構成さ

れる 。 中川低地の河畔砂丘群の

中では最も 北に位置し 、 同低地

の砂丘群の中では最上流部（ 起

点） に位置づけら れる 。

指定地の桑崎三神社境内は、 3

列の砂丘列の う ち 東側の 1 列

（ 長さ 450m 、 幅 50m ） に 位置

する 。 神社の境内では、 地表面

の砂の状態を 観察でき る 。 本殿

よ り 北側に砂丘の高ま り が残さ

れ、 神社周辺の道路から の比高

（ 1 ～ 1.5m 程度） が観察でき る 。

羽生市大字桑

崎字堀内 724-1

（ 36.1767,

139.5117）

桑崎三神社 平 29・ 3・ 24
埼文指

第 556 号

秩父鉄道

新郷駅

84
中川低地の河畔砂丘群　

高野砂丘

中川低地の河畔砂丘群の中では

中流部、 大落古利根川の東側に

位置する 。 指定地である 八幡神

社境内及び隣接する 下野の森

は、 大小 2 列で構成さ れる 砂丘

列のう ち 東側の規模の大き な、

長さ 2,800m 、 幅 85m の砂丘列

上に位置する 。 指定地では、 砂

丘の起伏や堆積し た砂の様子を

良好に観察する こ と ができ る 。

周辺は市街地化が進んでいる 。

北葛飾郡杉戸

町大字下野字

山合895-1ほか

（ 36.0574,

139.7021）

八幡神社・

杉戸町

平 29・ 3・ 24

（ 追加指定）

平 30・ 2・ 27

（ 追加指定）

令 7・ 3・ 14

埼文指

第 557 号

東武日光線

杉戸高野台駅

85
龍ヶ 谷の障子岩（ 断

層鏡肌）

林道梅本支線の最奥に位置す

る 、 チ ャ ー ト の 露 頭。 高 さ

50m 、 幅 56m 。 断 層 鏡 肌 は 幅

13m 、 高さ 8m の範囲で露出し 、

周囲の光を 反射する ほど 磨かれ

ている 。 断層面の下部には運動

時の摩擦によ っ て刻ま れた擦り

傷が多数確認でき る 。

入間郡越生町

大字龍ヶ 谷字

障子岩 1053-1

の一部ほか

（ 35.9559,

139.2217）

個人 令 2・ 2・ 21
埼文指

第 569 号

Ｊ Ｒ 八高線

東武越生線

越生駅、

西武秩父線

正丸駅

86 チチブサワラ 骨格化石 一括

新生代新第三紀中新世の古秩父

湾堆積層から 算出し た大型魚類

の骨格化石。 頭の骨を 中心に多

く の骨を 残す同種のホ ロ タ イ

プ。 当時のサワ ラ 族の姿を 知る

こ と ができ 、 古秩父湾の動物相

の多様性を 示す化石。

秩父郡長瀞町

長瀞 1417-1

埼玉県

（ 県立自然の

博物館）

令 3・ 7・ 30
埼文指

第 571 号

秩父鉄道

上長瀞駅
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87

秩父山地のニホ ン オ

オカ ミ 標本　 毛皮標

本

2 点

世界的にニホンオオカミ の標本

が少ない中、 秩父地域周辺の民

家には、 江戸時代から 明治時代

にかけて秩父山地で獲ら れたと

伝わる 毛皮や頭骨など が複数残

さ れている 。 こ れら は魔除けな

ど に利用さ れたも ので、 秩父地

域の信仰や風俗慣習と いっ た文

化史的側面から 重要である と 同

時に、 絶滅し た野生動物の自然

史標本と し ても 貴重なも の。

本件のう ち １ 枚は、 明治 45 年

（ 1912） 頃、 三峰の奥でと れた

も のを 猟師から 譲り 受けたと 伝

わる （ 秩父市蒔田伝来）。 も う

１ 枚は、 名栗・ 青梅方面で獲れ

たも ので大正 11 年（ 1922） 頃、

病気治癒の目的で畑２ 反歩を 換

金し 入手し たと 伝わる （ 秩父市

寺尾伝来）。

秩父市三峰

298-1

宗教法人

三峯神社

（ 秩 父 宮 記 念

三峰山博物館）

令 7・ 3・ 14
埼文指

第 586 号

秩父鉄道

三峰口駅

88
秩父山地のニホ ン オ

オカミ 標本　 頭骨
1 点

江戸時代後期に先祖が近く の山

（ 長瀞町周辺） で獲っ たも のと

伝わる 上顎骨。 全体の形態的特

徴を 良く 残し 、 大部分の歯と 、

一部に皮膚も 残る 。 魔除け等の

ため貸し 出さ れたも ので、 その

際に削り 取ら れないよ う 全体が

墨で着色さ れている 。 頭頂部な

ど に削り 取ら れた跡がある 。

長瀞町 個人 令 7・ 3・ 14
埼文指

第 587 号

89
秩父山地のニホ ン オ

オカミ 標本　 頭骨
1 点

鉄砲打ちを し ていた先祖が飯盛

峠（ 現と き がわ町椚平・ 飯能市

北川の境） で獲っ たも のと 伝わ

る 上顎骨。 全体の形態的特徴は

残すが、 頬骨周辺や歯は失われ

ている 。

と き がわ町 個人 令 7・ 3・ 14
埼文指

第 588 号

90

秩父鉱山産鉱物・ 岩

石標本

　 附　 関連資料一式

142

点

秩父市中津川にある 秩父鉱山の

最盛期（ 昭和 30 ～ 40 年代） に

採掘さ れ、 事業所内の標本室に

収集・ 保管さ れて き たも ので、

国内でも 第一級と いえる 稀有な

産状を 示す鉱物標本が多数含ま

れる 。 全体と し て、 秩父鉱山の

鉱床学的特徴や歴史を 知る こ と

ができ る 。

秩父郡長瀞町

長瀞 1417-1

埼玉県

（ 県立自然の

博物館）

令 7・ 3・ 14
埼文指

第 589 号

秩父鉄道

上長瀞駅


